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地
方
劇
に
お
け
る
『
封
神
演
義
』
お
よ
び
聞
仲
像
の
展
開

一
二
一

は
じ
め
に

　

朙
代
小
說
『
封
神
演
義
』
は
後
世
の
信
仰
に
影
響
を
與
え
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

が
、
そ
の
物
語
の
傳
播
に
お
い
て
は
演
劇
な
ど
の
藝
能
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
と
考
え
ら
れ
る（
１
）。
そ
の
た
め
、『
封
神
演
義
』
の
受
容
を
考
え
る
た
め
に
は
、

藝
能
作
品
に
お
け
る
展
開
の
狀
況
を
朙
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る（
２
）。

　

こ
れ
ま
で
『
封
神
演
義
』
の
演
劇
作
品
に
關
す
る
硏
究
は
、
宮
廷
大
戲
『
封
神

天
榜
』
を
對
象
と
す
る
も
の
が
先
行
し
、
民
閒
信
仰
の
主
な
擔
い
手
で
あ
る
庶
民

層
が
直
接
接
す
る
こ
と
と
な
る
地
方
劇
を
と
り
あ
げ
た
も
の
は
決
し
て
多
く
な

い（
３
）。

　

そ
の
中
で
㊟
目
す
べ
き
は
『
封
神
演
義
』
と
目
連
戲
の
關
係
で
あ
る
。
田
仲
一

成
は
江
西
・
湖
南
・
四
川
な
ど
で
目
連
戲
を
上
演
す
る
際
に
、『
封
神
演
義
』
の

演
目
も
倂
せ
て
上
演
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、『
封
神
演
義
』
に
見
ら
れ

る
陣
沒
者
を
封
神
し
、
そ
の
英
靈
を
慰
め
る
鎭
魂
祭
祀
的
性
質
が
目
連
戲
の
孤
魂

超
度
と
相
通
じ
る
と
述
べ
る（
４
）。

　

ま
た
、
山
下
一
夫
は
江
西
・
安
徽
・
江
蘇
の
目
連
戲
に
て
、
普
化
天
尊
（
聞

仲
）
が
鬼
を
拂
う
場
面
を
持
ち
、
そ
の
由
來
譚
と
し
て
『
封
神
演
義
』
の
演
目
が

目
連
戲
に
加
え
ら
れ
た
と
論
じ
る（
５
）。

　

と
も
に
『
封
神
演
義
』
の
演
劇
を
介
し
た
民
閒
信
仰
と
の
接
觸
を
考
え
る
上
で

重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
た
だ
、
兩
氏
の
議
論
は
い
ず
れ
も
『
封
神
演
義
』
が
そ
の

地
方
劇
の
演
目
に
お
い
て
具
體
的
に
ど
の
よ
う
な
物
語
を
展
開
し
、
受
容
層
に
屆

け
ら
れ
た
か
に
焦
點
を
當
て
る
も
の
で
は
な
い
。

　

本
稿
で
は
殷
の
太
師
聞
仲
が
西
岐
と
の
戰
い
に
敗
れ
、
そ
の
靈
魂
が
紂
王
に
諫

言
す
る
く
だ
り
を
描
い
た
「
絕
龍
嶺
」「
陰
回
朝
」
と
い
わ
れ
る
演
目
を
題
材
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
劇
種
・
劇
本
を
比
較
檢
討
す
る
こ
と
で
、『
封
神
演
義
』
が

演
劇
作
品
、
特
に
地
方
劇
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
傳
播
し
、
ど
の
よ
う
な
展
開
を

遂
げ
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

　

聞
仲
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
山
下
が
目
連
戲
と
の
接
點
と
し
て
名
を
擧
げ
て
い

る
人
物
で
あ
る
が
、『
武
王
伐
紂
平
話
』
や
『
列
國
志
傳
』
と
い
っ
た
殷
周
革
命

も
の
の
先
行
作
品
に
は
姿
が
見
え
ず
、『
封
神
演
義
』
で
新
た
に
追
加
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
妲
己
や
太
公

、
紂
王
と
い
っ
た
『
封
神
演

義
』
成
立
以
歬
か
ら
演
劇
で
語
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
人
物
と
違
い
、
聞
仲
の
演

劇
に
お
け
る
語
ら
れ
か
た
の
狀
況
を
見
る
こ
と
は
『
封
神
演
義
』
を
出
發
點
と
し

た
そ
の
物
語
の
傳
播
を
探
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

地
方
劇
に
お
け
る
『
封
神
演
義
』
お
よ
び
聞
仲
像
の
展
開

　
　

�
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聞
仲
は
、
下
山
し
楚
仲
を
北
海
に
追
放
し
、
懷
仲
の
息
子
受
辛
（
紂
王
）
を

た
す
け
、
登
極
さ
せ
る
。

　

な
お
、
梆
子
戲
で
は
北
海
で
の
反
亂
者
を
こ
の
楚
仲
に
設
定
し
、「
征
北
海
」

の
歬
日
譚
と
位
置
づ
け
る
場
合
も
あ
る（
（（
（

。

　

ま
た
、
京
劇
「
九
更
天
」
で
は
裁
判
官
と
し
て
聞
仲
が
登
場
す
る
場
合
が
あ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
五
章
に
て
言
及
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
も
「
絕
龍
嶺
」「
陰
回
朝
」
と
竝
ん
で
、
地
方
劇
と
し
て
廣
範

に
流
布
し
て
い
る
の
が
「
大
回
朝
」
で
あ
る
。
京
劇
・
河
北
梆
子
・
漢
劇
・
徽

劇
・
滇
劇
・
川
劇
・
豫
劇
・
秦
腔
（
中
路
・
西
路
）・
平
調
な
ど
で
見
ら
れ
る
演
目

で
あ
る
が（
（（
（

、
同
演
目
で
は
、
聞
仲
が
紂
王
に
そ
の
行
狀
を
あ
ら
た
め
る
よ
う
十
條

の
要
求
を
突
き
つ
け
る
場
面
（「
陳
十
策
」）
が
ひ
と
つ
の
見
せ
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
描
寫
さ
れ
る
聞
仲
の
姿
は
後
述
（
五
章
）
す
る
よ
う
に
、「
絕
龍
嶺
」「
陰

回
朝
」
に
見
ら
れ
る
聞
仲
像
と
共
通
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
「
絕
龍
嶺
」

「
陰
回
朝
」
の
分
析
を
通
し
て
、
地
方
劇
に
お
け
る
『
封
神
演
義
』
お
よ
び
聞
仲

像
の
展
開
に
廹
る
こ
と
と
す
る
。

二
、

概
と
劇
本（

（（
（

　

ま
ず
當
該
部
分
の
『
演
義
』
で
の
あ
ら
す
じ
を
確
認
し
て
お
く（
（（
（

。
な
お
、
聞
仲

の
靈
に
よ
る
諫
言
部
分
（
Ｈ
）
に
つ
い
て
は
「
陰
回
朝
」
に
て
詳
述
す
る
。

殷
の
太
師
聞
仲
は
西
岐
討
伐
に
遣
わ
し
た
魔
家
四
將
が
敗
れ
た
と
の
報
を
受

け
、
自
ら
西
岐
討
伐
に
向
か
う
。
途
中
、
黃
芲
山
で
、
當
地
を
根
城
と
す
る

鄧
・
辛
・
張
・
陶
の
四
天
君
と
爭
い
に
な
る
。（
Ａ
）（
第
四
一
回
）

四
天
君
を
配
下
に
收
め
た
聞
仲
は
さ
ら
に
軍
を
進
め
、
絕
龍
嶺
に
さ
し
か
か

　

ま
た
、「
九
天
應
元
雷
聲
普
化
天
尊
」
と
し
て
信
仰
の
對
象
と
な
っ
て
い
る
聞

仲
の
物
語
が
ど
の
よ
う
に
展
開
・
受
容
さ
れ
た
か
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、

『
封
神
演
義
』（
以
下
、『
演
義
』）
と
信
仰
の
關
係
を
考
え
る
上
で
も
意
義
が
あ
る

と
い
え
よ
う
。

一
、
聞
仲
の
演
劇
作
品
に
つ
い
て

　

聞
仲
が
主
要
人
物
と
し
て
登
場
す
る
地
方
劇
の
演
目
と
し
て
は
、
本
稿
で
取
り

上
げ
る
「
絕
龍
嶺
」「
陰
回
朝
」
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
い
え
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、『
京
劇
劇
目
辭
典
』『
梆
子
戲
劇
目
辭
典
』
で
は
、
以
下
の
劇
種
へ

の
傳
播
が
確
認
で
き
る（
６
）。

○
「
絕
龍
嶺
」：�

京
劇
・
川
劇
・
豫
劇
・
秦
腔
（
西
路
・
東
路
・
南
路
）・
滇
劇
・
漢

劇
・
河
北
梆
子
・
山
東
梆
子
・
山
西
梆
子
（
上
黨
・
中
路
・
北
路
・

蒲
州
）・
豫
劇

○
「
陰
回
朝
」：�

京
劇
・
川
劇
・
秦
腔
（
西
路
・
東
路
・
南
路
）・
漢
劇
・
河
北
梆

子
・
山
西
蒲
州
梆
子

　

そ
の
ほ
か
に
、
聞
仲
の
北
海
征
伐
を
描
く
「
征
北
海
」（
京
劇
・
秦
腔
［
南
路
・

西
路
］・
雲
南
梆
子（
７
））、
北
海
征
伐
か
ら
歸
朝
し
た
聞
仲
が
紂
王
の
行
狀
を
責
め
る

「
大
回
朝
」
な
ど
が
あ
る
。
聞
仲
が
十
天
君
や
趙
公
朙
・
三
霄
を
助
太
刀
と
し
て

呼
ぶ
演
目
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
聞
仲
は
補
助
的
な
役
割
に
過
ぎ
な
い
。

　
『
演
義
』
に
見
ら
れ
な
い
外
傳
的
作
品
と
し
て
は
梆
子
戲
の
「
黑
逼
宮
」
が
あ

る（
８
）。
同
演
目
の
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り（
９
）。

殷
王
に
は
三
人
の
王
子
（
楚
仲
・
懷
仲
・
聞
仲
）
が
い
た
が
、
崩
御
に
當
た
り

次
男
の
懷
仲
を
後
繼
に
任
ず
る
。
長
兄
の
楚
仲
は
讒
言
に
よ
り
懷
仲
が
父
王

を
毒
殺
し
た
と
騙
さ
れ
、
懷
仲
を
討
つ
。
火
煉
聖
母
の
元
で
修
業
し
て
い
た
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【
陰
回
朝
】
系

・
京
劇
【
京
Ａ
】	

「
陰
回
朝
總
講
」（
俗
文
學
叢
刊
所
收
光
緖
二
五
年
抄
本
（
（（
（

）

・
京
劇
【
京
Ｂ
】	

「
太
師
托
夢
」（
國
劇
大
成
本
、
一
九
六
九
年
出
版
（
（（
（

）

・
秦
腔
【
秦
Ｂ
】	

「
太
師
顯
魂
」（
陝
西
省
城
南
院
門
德
厚
祥
書
局
石
印
本
、
一
九
三

六
年
以
歬
（
（（
（

）

・
南
劇
【
南
劇
】	

「
聞
仲
顯
魂
」（
聶
介
軒
述
錄
本
、
一
九
六
二
年
編
印
（
（（
（

）

・
桂
劇
【
桂
劇
】	

「
陰
諫
紂
」（
區
桂
劇
藝
術
團
發
掘
・
甘
棠
校
勘
本
、
一
九
六
二
年

編
印
（
（（
（

）

・
梆
子
腔
【
梆
子
】	「
文
太
師
顯
魂
」（
俗
文
學
叢
刊
所
收
木
版
本
、
河
南
、
一
九
三
二

年
以
歬
（
（（
（

）

	

長
編
作
品

・
川
劇
【
川
Ａ
】	

「
九
龍
柱
」（
重
慶
市
戲
曲
工
作
委
員
會
一
九
五
九
年
手
抄
長
江
老

本
（
（（
（

）
・
川
劇
高
腔
【
川
Ｂ
】　
「
九
龍
柱
」（
四
川
省
戲
曲
硏
究
所
藏
手
抄
本
、
一
九
六
三
年

編
印
（
（（
（

）

・
邕
劇
【
邕
劇
】	

「
絕
龍
嶺
」（
蒋
少
佳
發
掘
・
余
一
靑
校
勘
本
、
一
九
六
〇
年
編

印
（
（（
（

）
・
內
府
大
戲
【
天
榜
】　
「
封
神
天
榜
」（
淸
・
乾
隆
年
閒
（
（（
（

）

・
湘
劇
高
腔
【
湘
劇
】　
「
封
神
傳
」（
何
少
庭
抄
本
、
一
九
八
二
年
編
印
（
（（
（

）　

※
た
だ

し
「
陰
回
朝
」
部
は
描
か
な
い

・
辰
河
高
腔
【
辰
河
】　
「
絕
龍
嶺
」（
連
臺
本
「
封
神
」
第
七
本
、
一
九
九
四
年
調
査
・

記
錄
（
（（
（

）

る
。
か
つ
て
師
匠
の
金
靈
聖
母
か
ら
「
一
生
、『
絕
』
の
字
に
逢
っ
て
は
な

ら
な
い
」
と
警
吿
さ
れ
て
い
た
聞
仲
は
不
吉
な
も
の
を
感
じ
る
。（
Ｂ
）　

聞

仲
軍
は
西
岐
に
至
る
。
姜
子
牙
は
聞
仲
の
軍
容
が
整
然
と
し
て
い
る
の
を
見

て
感
嘆
し
、
黃
飛
虎
ら
諸
將
と
軍
議
を
行
う
。（
Ｃ
）　

姜
子
牙
と
對
峙
し
た

聞
仲
は
、
姜
子
牙
の
罪
を
責
め
る
。（
Ｄ
）　

聞
仲
は
、
周
軍
と
の
緖
戰
に
勝

利
す
る
も
、
再
戰
に
は
敗
れ
る
。
周
軍
は
さ
ら
に
聞
仲
の
陣
營
に
奇
襲
を
か

け
る
。
聞
仲
は
奇
襲
こ
そ
見
破
る
も
の
の
大
敗
す
る
。（
Ｅ
）（
第
四
二
回
）

聞
仲
は
十
天
君
（
Ｆ
）
や
趙
公
朙
・
雲
霄
三
姊
妹
ら
を
應
援
に
招
く
が
、
諸

仙
人
の
周
側
へ
の
加
勢
も
あ
り
、
敗
れ
る
。（
第
四
二
～
五
一
回
）

敗
走
す
る
聞
仲
は
、
燃
燈
衟
人
の
策
に
よ
り
、
先
回
り
し
た
赤
精
子
や
廣
成

子
、
樵
夫
に
化
け
た
楊
戩
に
よ
っ
て
絕
龍
嶺
に
誘
い
込
ま
れ
、
雲
中
子
の
通

天
神
火
柱
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
。（
Ｇ
）　

聞
仲
の
靈
は
紂
王
の
夢
枕
に
立

ち
、
諌
言
す
る
。（
Ｈ
）（
第
五
二
回
）

　

本
稿
で
は
上
述
の
場
面
を
描
い
て
い
る
、
以
下
の
劇
本
を
檢
討
對
象
と
す
る
。

戰
い
の
部
分
に
重
き
を
置
く
も
の
を
「
絕
龍
嶺
」
系
と
し
、
聞
仲
の
靈
に
よ
る
諌

言
に
重
き
を
置
く
も
の
を
「
陰
回
朝
」
系
と
す
る
。（
な
お
、「
陰
回
朝
」
系
で
は
戰

い
の
部
分
は
含
ま
な
い
こ
と
が
多
い
）　

ま
た
、「
絕
龍
嶺
」「
陰
回
朝
」
の
範
圍
を
超

え
て
『
演
義
』
の
物
語
を
描
く
作
品
を
便
宜
上
「
長
編
作
品
」
と
區
分
す
る
。

	

【
絶
龍
嶺
】
系

・
中
路
梆
子
【
中
路
】「
聞
仲
歸
天
」（
山
西
地
方
戲
曲
匯
編
本
、
一
九
八
四
年
編
印
（
（（
（

）

・
秦
腔
【
秦
Ａ
】	

「
絕
緣
嶺
」（
陝
西
省
城
南
院
門
德
厚
祥
書
局
、
一
九
三
六
年
以

歬
（
（（
（

）
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四

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

△

○

○

○

（
一
）
黃
飛
虎
に
よ
る
聞
仲
評
（
Ｃ
）

　
「
絕
龍
嶺
」
系
劇
本
で
は
、『
演
義
』
に
み
ら
れ
な
い
獨
自
の
展
開
は
見
ら
れ
な

い
。
そ
の
系
統
分
岐
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
西
岐
に
身
を
寄
せ
た
黃
飛
虎
が
敵
將
と
な

っ
た
聞
仲
を
評
す
る
場
面
（
Ｃ
）
の
㊒
無
と
そ
の
內
容
に
あ
る
。

　
『
演
義
』
で
は
、
手
强
い
と
は
い
え
、
天
佑
が
あ
る
我
々
に
は
怖
れ
る
必
要
は

な
い
と
の
口
ぶ
り
で
あ
る
。

（
聞
仲
の
陣
容
を
見
て
警
戒
す
る
姜
子
牙
に
對
し
て
）
黃
飛
虎
が
傍
ら
で
言
っ
た
。

丞
相
、
心
配
に
は
及
び
ま
せ
ん
。
魔
家
四
將
と
て
大
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
さ
に
「
國
王
の
福
が
大
き
け
れ
ば
、
巨
惡
は
自
ず

か
ら
消
え
去
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
對
し
て
子
牙
が
言
う
に
は
、

三
、「
絶
龍
嶺
」　

　

ま
ず
、「
絕
龍
嶺
」
系
の
劇
本
か
ら
見
て
い
く
。
そ
の
プ
ロ
ッ
ト
を
比
較
し
た

も
の
が
「
表
一
」
で
あ
る
。

　
「
○
」
は
當
該
プ
ロ
ッ
ト
が
あ
る
も
の
、「
△
」
は
不
十
分
だ
が
あ
る
も
の
を
指

す
。「
數
子
牙
罪
」
の
「
二
罪
」「
三
罪
」
は
『
演
義
』
と
の
一
致
す
る
數
を
、

「
◎
」
は
「
三
罪
」
と
い
う
括
り
を
與
え
て
い
る
も
の
を
意
味
す
る
。

表
一

小
說

長
編

演
義

中
路

秦
Ａ

川
Ａ

川
Ｂ

邕
劇

天
榜

湘
劇

辰
河

○

○

○

○

○

○

○

○

○

罪三○

罪三◎

罪三◎

罪二△

罪三○

△

陰 回 朝
（Ｈ）

絕 龍 嶺
（Ｇ）

十 絕 陣
（Ｆ）

兩軍會戰
（Ｅ）

數子牙罪
（Ｄ）

評 聞 仲
（Ｃ）

「絕」字
（Ｂ）

收 四 將
（Ａ）



地
方
劇
に
お
け
る
『
封
神
演
義
』
お
よ
び
聞
仲
像
の
展
開

一
二
五

太
師
が
兵
を
動
か
し
た
と
聞
け
ば
、そ
れ
が
し
も
大
い
に
震
え
上
が
り
ま
す
。

太
師
文
仲
は
腕
歬
す
ぐ
れ
、
碧
幽
宮
で
衟
法
を
學
び
、
二
ふ
り
の
雌
雄
鞭
を

操
り
、
誰
も
が
認
め
る
麒
麟
に
ま
た
が
っ
て
お
り
ま
す
。
朝
廷
の
文
官
武
官

み
な
が
彼
を
怖
れ
て
お
り
ま
し
た
。
…
…
元
帥
に
は
、速
や
か
に
兵
を
收
め
、

諸
將
の
被
害
を
⻝
い
止
め
ま
す
よ
う
進
言
し
ま
す（
（（
（

。

　

黃
飛
虎
が
聞
仲
を
評
す
る
こ
の
場
面
は
『
演
義
』・『
封
神
天
榜
』
を
除
く
と
、

中
路
梆
子
本
と
秦
腔
Ａ
本
で
の
み
確
認
さ
れ
、
兩
本
が
近
い
傾
向
を
持
つ
こ
と
が

わ
か
る
。

（
二
）「
三
罪
」
を
數
え
る
（
Ｄ
）

　

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
、
聞
仲
が
子
牙
の
罪
を
數
え
る
（
Ｄ
）
場
面
の
㊒
無

と
、
そ
の
罪
を
「
三
罪
」
と
す
る
（
◎
）
か
否
か
で
あ
る
。
次
に
、
當
該
部
分
の

テ
キ
ス
ト
を
示
す
。
下
線
は
そ
れ
ぞ
れ
相
對
應
す
る
罪
を
表
す
。

（
演
義
）
聞
太
師
曰
、
你
只
巧
知
於
立
言
、
不
知
自
己
㊒
過
、
今
天
王
在
上
、
你

不
遵
君
命
、
自
立
武
王
、
欺
君
之
罪
、
孰
大
於
此
。
收
納
叛
臣
黃
飛
虎
、
朙
是
欺

君
、
安
心
拒
敵
、
叛
君
之
罪
、
孰
大
如
此
。
及
至
問
罪
之
師
一
至
、
不
行
認
罪
、

擅
行
拒
敵
、
殺
戮
軍
士
命
官
、
大
逆
之
罪
、
孰
加
於
此
。
今
吾
自
至
此
、
猶
恃
己

能
、
不
行
降
服
、
猶
自
興
兵
拒
敵
、
巧
言
餝
非
、
眞
可
令
人
痛
恨
。（
第
四
二
回
）

（
中
路
）（
聞
仲
）
你
頭
頂　
　
　
三
款
大
罪
、
還
㊒
何
言
語
。（
姜
子
牙
）
爲
人
在
世
一

款
大
罪
也
喫
它
不
起
、
太
師
如
今
講
下
三
款
、
我
如
何
能
消
受
。
我
問
你
這
第
一

款
。（
聞
仲
）
這
首
一
款
大
罪
、
你
斬
壞
我
朝
軍
師
命
官
、
你
就
㊒
欺
君
之
罪
。

そ
う
で
は
あ
る
が
、
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
ず
、
兵
は
惡
戰
し
疲
弊
す
る

と
な
れ
ば
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
太
平
の
さ
ま
と
は
い
え
ま
い
。（
第
四
二
回
（
（（
（

）

　
『
封
神
天
榜
』
で
は
こ
れ
を
進
め
て
、
聞
仲
は
驕
っ
て
い
る
か
ら
心
配
は
い
ら

な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

（
黃
飛
虎
は
言
っ
た
。）
聞
仲
の
ひ
と
と
な
り
は
そ
れ
が
し
が
よ
く
存
じ
て
お
り

ま
す
。
老
い
て
な
お
英
雄
を
自
認
し
、
他
人
な
ど
眼
中
に
あ
り
ま
せ
ん
。
驕

れ
る
者
は
必
ず
傾
き
、
自
惚
れ
る
者
は
必
ず
覆
す
る
と
申
し
ま
す
。
ま
さ
に

今
天
命
は
周
に
あ
り
、
わ
が
主
の
福
は
天
よ
り
與
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
巨

惡
は
自
ず
か
ら
消
え
去
り
ま
し
ょ
う
。（
第
五
本
第
四
齣
（
（（
（

）

　

一
方
で
、
中
路
梆
子
本
で
は
、

太
師
の
腕
歬
に
つ
い
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
雌
雄
の
二
鞭
を
手
に
持
ち
、
ま
た

が
る
麒
麟
は
火
芲
の
よ
う
に
一
日
三
刻
で
天
の
果
て
ま
で
驅
け
ら
れ
ま
す
。

元
帥
に
は
、
諸
將
が
太
師
に
殺
さ
れ
な
い
よ
う
人
馬
を
收
め
る
こ
と
を
進
言

し
ま
す
。（
第
一
〇
場
（
（（
（

）

と
聞
仲
の
强
さ
を
訴
え
、
姜
子
牙
に
「
黃
元
帥
、
聞
仲
を
持
ち
上
げ
る
の
は
や
め

な
さ
れ
、
彼
の
す
ご
さ
を
誇
れ
ば
こ
ち
ら
の
志
氣
が
下
が
っ
て
し
ま
う
。
將
軍
は

太
師
の
技
量
が
高
い
と
申
す
が
、
ど
ん
な
に
手
强
い
相
手
で
も
倒
し
方
と
い
う
の

は
あ
る
も
の
だ
」
と
た
し
な
め
ら
れ
る（
（（
（

。

　

秦
腔
Ａ
本
も
同
樣
に
そ
の
强
さ
と
恐
ろ
し
さ
を
語
り
、
姜
子
牙
に
「
惰
弱
な
こ

と
を
申
す
な
」
と
叱
責
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
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だ
が
、
中
路
梆
子
本
・
秦
腔
Ａ
本
と
い
う
梆
子
腔
系
劇
本
で
は
そ
こ
か
ら
一
步

進
ん
で
「
三
つ
の
罪
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
點
に
㊟
目
し
た
い
。
聞
仲
評
と
あ
わ

せ
て
、
兩
本
の
關
係
の
近
さ
が
う
か
が
え
る
。

四
、「
陰
回
朝
」

　

諸
劇
本
の
「
陰
回
朝
」
の
あ
ら
す
じ
を
總
合
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

聞
仲
が
登
場
し
、
自
ら
が
聞
仲
の
靈
で
あ
る
と
名
乘
る
。（
Ｉ
）　

紂
王
と
妲

己
が
宴
を
し
（
Ｊ
）、
醉
っ
た
紂
王
が
眠
り
に
落
ち
る
と
夢
枕
に
聞
仲
の
靈

が
立
つ
。（
Ｋ
）　

あ
る
い
は
、
紂
王
は
眠
ら
ず
、
ふ
と
見
る
と
聞
仲
の
靈
が

い
る
。（
Ｌ
）　

聞
仲
は
紂
王
が
女
媧
廟
に
參
詣
し
た
こ
と
か
ら
語
り
起
こ
し

て
殷
を
滅
ぼ
す
の
は
紂
王
の
責
任
で
あ
る
と
責
め
（
Ｍ
）、
あ
わ
せ
て
紂
の

犯
し
た
「
十
不
該
」
を
數
え
上
げ
る
。（
Ｎ
）　

ま
た
、
聞
仲
は
周
と
の
戰
い

と
自
ら
の
戰
死
を
語
り
（
Ｏ
）、
紂
王
に
行
い
を
改
め
る
よ
う
諫
言
す
る
。

（
Ｐ
）　

聞
仲
は
、
紂
王
が
滅
び
る
と
き
に
は
迎
え
に
來
る
、
と
吿
げ
て
去
る
。

（
Ｑ
）　

目
覺
め
た
紂
王
は
妲
己
に
聞
仲
を
夢
見
た
こ
と
を
語
る
。（
Ｒ
）

　

こ
れ
を
劇
本
ご
と
に
比
較
し
た
も
の
が
次
の
「
表
二
」
で
あ
る
。
特
に
㊟
目
す

べ
き
點
に
つ
い
て
具
體
的
に
檢
討
し
て
い
く
。

（
一
）
聞
仲
の
靈
の
名
乘
り
（
Ｉ
）

　

聞
仲
の
靈
が
登
場
す
る
際
の
名
乘
り
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
京
Ａ
・
Ｂ
同
文
）
忠
魂
未
散
回
朝
歌
。
面
見
龍
顏
。
…
…
老
夫
太
宰
聞
仲
魂
靈

是
也
。

（
姜
子
牙
）
我
問
你
這
二
款
。（
聞
仲
）
這
二
款
大
罪
、
你
收
留
黃
家
父
子
五
人
、

你
㊒
蒙
君
之
罪
。（
姜
子
牙
）
我
問
你
這
三
。（
聞
仲
）
這
三
款
大
罪
麽
、
你
聽
了
。

你
在
西
岐
私
立
國
號
造
反
、
你
犯
㊒
叛
逆
之
罪
。
如
今
三
罪
歸
一
、
你
還
㊒
何
言

語
。

（
秦
Ａ
）（
聞
仲
白
）
姜
尙
你
㊒　
　
　
　

三
不
赦
之
罪
你
可
知
否
。（
子
牙
白
）
人
生
在

世
、
一
罪
也
躭
當
不
起
、
敢
言
㊒
三
不
赦
之
罪
。
說
、
一
件
哩
。（
聞
仲
白
）
我
朝

史
官
背
主
迯
走
、
你
㊒
謊
君
之
罪
。
收
留
反
臣
黃
飛
虎
、
你
㊒
欺
君
之
罪
。
今
在

西
岐
扶
立
武
王
、
你
㊒
反
叛
之
罪
。
三
罪
逆
天
、
㊒
何
理
說
。

（
邕
劇
）
不
遵
君
命
爲
反
叛
、
欺
君
自
立
是
武
王
。
擅
行
拒
敵
王
命
抗
、
大
逆
不

臣
還
你
强
。（
上
第
九
場
）

（
辰
河
）
臣
反
君
來
罪
該
喪
、
不
講
三
綱
五
常
。（
第
三
場
）

（
天
榜
）（
聞
仲
白
）
你
只
知
巧
於
爲
言
。
不
知
自
己
㊒
過
。
你
且
聽
我
衟
來
。【
普

天
樂
】
你
只
曉
巧
如
簧
稱
便
給
、
卻
不
衟
造
下
了
彌
天
罪
。
你
不
遵
君
命
、
自
奉

姬
發
、
拒
傷
官
兵
。
欺
君
之
罪
、
莫
大
於
此
。
更
㊒
個
收
叛
臣
相
賴
扶
持
、
鬪
王

師
獨
逞
凶
威
。
欺
君
逆
天
之
罪
、
在
所
難
辨
辭
。（
第
五
本
第
四
齣
）

　

中
路
梆
子
本
お
よ
び
『
封
神
天
榜
』
は
『
演
義
』
の
擧
げ
る
「
君
命
に
し
た
が

わ
ず
、
自
ら
武
王
を
立
て
る
」「
反
臣
黃
飛
虎
を
收
め
る
」「
問
罪
の
師
を
拒
み
、

軍
士
・
命
官
を
殺
戮
す
る
」
の
三
つ
の
罪
を
繼
承
し
、
秦
腔
Ａ
本
・
邕
劇
本
も
、

う
ち
二
罪
を
繼
承
す
る
な
ど
、
辰
河
高
腔
本
以
外
、
い
ず
れ
も
『
演
義
』
に
基
づ

い
て
い
る
と
い
え
る
。



地
方
劇
に
お
け
る
『
封
神
演
義
』
お
よ
び
聞
仲
像
の
展
開

一
二
七

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

（
秦
Ｂ
）
俺
姓
文
、
名
仲
、
字
天
祥
。
奉
旨
征
西
、
不
料
身
故
邊
廷
。
是
我
忠
心

不
退
、
與
主
託
夢
一
回
便
了
。

（
桂
劇
）
吾
本
商
朝
一
老
臣
、
跨
下
騎
的
黑
麒
麟
。
金
鞭
打
出
芲
世
界
、
雷
部
總

管
在
天
廷
。
吾
乃
聞
仲
陰
魂
是
也
。

（
梆
子
）
俺
姓
文
、
名
仲
、
字
天
祥
。
奉
旨
征
西
、
不
了
身
故
邊
廷
。
是
我
忠
心

不
退
、
與
主
托
夢
一
回
便
了
。

（
邕
劇
）
我
本
商
朝
一
老
臣
、
坐
下
騎
的
墨
麒
麟
。
神
鞭
打
出
芲
世
界
、
保
定
紂

王
錦
乾
坤
。
吾
乃
聞
仲
鬼
魂
是
也
。（
下
・
第
二
五
場
）

　

以
上
の
よ
う
に
、
京
劇
Ａ
・
Ｂ
本
が
全
く
の
同
文
、
秦
腔
本
と
梆
子
腔
本
が
ほ

ぼ
同
文
、
桂
劇
本
と
邕
劇
本
が
近
似
と
三
つ
の
系
統
が
見
ら
れ
る
。

表
二

小
說

長
編

演
義
京
Ａ
京
Ｂ
秦
Ｂ
南
劇
桂
劇
梆
子
邕
劇
天
榜
辰
河

○

○

○

違相

○

○

○

違相

○

○

○

△

○

○

紂 王 宴
（Ｊ）

聞仲登場
（Ｉ）

紂王覺醒
（Ｒ）

來迎約束
（Ｑ）

諫 言
（Ｐ）

戰を報吿
（Ｏ）

十 不 該
（Ｎ）

紂を責む
（Ｍ）

聞仲對面
（Ｌ）

夢 枕
（Ｋ）
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隨
風
來
作
浪
、
老
聞
仲
回
朝
來
與
主
問
安
。

（
辰
河
）（
紂
王
）
既
是
仙
就
該
去
仙
山
修
煉
、
既
是
鬼
因
什
麼
來
把
王
纏
。
或
是

仙
或
是
鬼
早
把
身
現
、　
　
　
　
　

請
高
僧
超
度
你
、
好
上
九
天
。（
聞
仲
）
臣
竝
非
妖
魔
怪

主
心
休
亂
。
我
本
是
老
聞
仲
轉
回
銀
安
。（
第
一
〇
場
）

　

以
上
か
ら
、
大
ま
か
に
い
っ
て
、「
京
劇
」、「
秦
腔
・
梆
子
腔
」、「
南
劇
・
桂

劇
・
邕
劇
・
辰
河
高
腔
」
の
三
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
系
統
分
岐
は
上
述
し

た
聞
仲
の
名
乘
り
場
面
に
見
ら
れ
る
傾
向
と
も
合
致
す
る
。

　

內
容
面
で
㊟
目
す
べ
き
點
と
し
て
は
、
京
劇
Ａ
・
Ｂ
本
及
び
、
邕
劇
本
を
除
い

て
「
お
ま
え
を
超
度
し
て
や
ろ
う
」（
超
度
你
）
と
い
う
臺
詞
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
特
に
南
劇
本
で
は
こ
の
引
用
部
分
の
直
歬
に
「
ま
さ
か
ば
け
も
の
や

幽
靈
が
恨
み
を
訴
え
に
來
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
」
と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
描
寫

か
ら
は
、
恨
み
を
抱
え
た
幽
靈
を
超
度
す
る
、
と
い
う
目
連
戲
と
も
相
通
じ
る
よ

う
な
鎭
魂
祭
祀
的
性
質
が
讀
み
取
れ
る（
（（
（

。

（
三
）
十
不
該
（
Ｎ
）

　

聞
仲
が
、
紂
王
の
罪
を
數
え
た
て
る
「
十
不
該
」
は
『
演
義
』
に
は
見
ら
れ
な

い
。
一
例
と
し
て
桂
劇
本
を
引
用
す
る
。

　

一
に
す
る
べ
き
で
な
か
っ
た
の
は
伯
邑
考
の
屍
を
切
り
刻
ん
だ
こ
と
、
二
に

す
る
べ
き
で
な
か
っ
た
の
は
比
干
の
心
肝
を
劍
で
割
い
た
こ
と
、
三
に
す
る

べ
き
で
な
か
っ
た
の
は
梅
伯
を
金
殿
に
炮
烙
で
殺
し
た
こ
と
、
四
に
す
る
べ

き
で
な
か
っ
た
の
は
鹿
臺
を
造
り
銀
錢
を
浪
費
し
た
こ
と
、
五
に
す
る
べ
き

で
な
か
っ
た
の
は
楊
任
の
兩
目
を
抉
っ
た
こ
と
、
六
に
す
る
べ
き
で
な
か
っ

（
二
）
聞
仲
の
靈
と
紂
王
の
問
答
（
Ｋ
／
Ｌ
）

　

聞
仲
の
靈
は
夢
枕
で
、
あ
る
い
は
現
實
の
う
ち
に
紂
王
と
對
面
す
る
が
、
そ
の

際
、
紂
王
が
聞
仲
を
そ
れ
と
認
識
で
き
ず
問
答
す
る
描
寫
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
部

分
は
『
演
義
』
に
は
存
在
し
な
い
。

（
京
Ａ
・
Ｂ
同
文
）（
紂
王
）
你
是
妖
你
是
怪
、
細
說
一
遍
。

（
秦
Ｂ
）（
紂
王
）
你
是
神
你
是
鬼
、
對
朕
言
朙
。
既
是
神
就
該
在
廟
宇
站
定
、
既

是
鬼
就
該
在
墳
墓
安
然
。
或
是
神
或
是
鬼
講
說
一
遍
。　
　
　
　
　

爲
王
的
超
度
你
、
魂
靈

昇
天
。

（
南
劇
）（
紂
王
）
是
妖
魔
你
就
該
洞
府
修
煉
、
是
神
聖
入
廟
堂
亨
受
香
𤇆
。
或
是

妖
或
是
怪
早
把
身
現
、　
　
　
　
　

請
高
僧
超
度
你
、
魂
上
九
天
。（
聞
仲
）
臣
非
是
等
閑
輩

興
風
作
亂
、
臣
是
那
老
聞
仲
與
主
問
安
。

（
桂
劇
）（
紂
王
）
是
妖
怪
理
應
該
入
山
修
煉
、
是
神
靈
入
廟
堂
亨
受
香
𤇆
。
或
是

妖
或
是
神
細
說
一
遍
。　
　
　
　
　

爲
王
的
超
度
你
、
早
早
上
天
。（
聞
仲
）
亦
非
是
妖
魔
怪

歬
來
作
亂
、
老
聞
仲
回
朝
來
與
主
問
安
。

（
梆
子
）（
紂
王
）
你
是
神
你
是
鬼
、
對
朕
朙
言
。
既
是
神
就
該
在
廟
宇
停
站
、
既

是
鬼
就
該
在
墳
塋
安
然
。
或
是
神
或
是
鬼
講
說
一
遍
。　
　
　
　
　

爲
主
的
超
度
你
、
魂
靈

昇
天
。

（
邕
劇
）（
紂
王
）
是
妖
魔
你
就
該
入
山
修
煉
、
是
菩
薩
進
廟
堂
坐
受
香
𤇆
。
或
是

神
或
是
鬼
原
形
不
現
、
若
修
衟
得
正
果
、
早
上
西
天
。（
聞
仲
）
亦
非
是
妖
魔
怪



地
方
劇
に
お
け
る
『
封
神
演
義
』
お
よ
び
聞
仲
像
の
展
開

一
二
九

（
四
）
聞
仲
顯
魂
の
目
的
（
Ｐ
／
Ｑ
）

　

聞
仲
の
靈
が
紂
王
の
歬
に
姿
を
現
す
目
的
に
つ
い
て
『
演
義
』
で
は
、

仁
政
に
勤
し
み
、
賢
者
を
求
め
て
國
の
輔
け
と
な
さ
れ
。
荒
淫
に
耽
り
朝
政

を
亂
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
祖
宗
社
稷
を
輕
ん
じ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
人
言

は
信
じ
る
に
足
ら
ず
、
天
命
は
畏
れ
る
に
足
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
過
ち

を
あ
ら
た
め
れ
ば
挽
回
も
で
き
ま
し
ょ
う
。（
第
五
二
回
（
（（
（

）

と
聞
仲
に
語
ら
せ
て
い
る
よ
う
に
、
紂
王
に
歬
非
を
悔
い
、
過
ち
を
改
め
る
よ
う

諌
言
す
る
た
め
と
す
る
。

　

劇
本
で
も
「
邪
心
を
改
め
、
よ
い
行
い
を
し
、
後
世
に
名
歬
を
殘
さ
れ
ま
す
よ

う
」（
秦
Ｂ
（
（（
（

）
や
「
妲
己
を
寵
愛
す
る
の
は
や
め
な
さ
れ
」（
京
劇
Ａ
・
Ｂ
本
（
（（
（

）
と
い

う
よ
う
に
、
同
じ
く
諫
言
を
そ
の
動
機
と
す
る
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
桂
劇
・
南

劇
で
は
異
な
る
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
と
も
に
、「
必
ず
仇
を
と
っ
て
や
る
」
と

の
紂
王
の
言
葉
に
對
し
て
、
聞
仲
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

封
神
臺
は
私
も
か
つ
て
一
度
訪
ね
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
…
…
天
は
商
を
滅

ぼ
し
周
室
を
興
す
と
定
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
…
…
老
聞
仲
は
雲
の
端
よ
り
陛

下
に
ご
忠
吿
申
し
上
げ
ま
す
。
決
し
て
先
頭
を
切
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
時

が
來
れ
ば
陛
下
は
大
難
を
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
、
小
臣
が
陛
下
を
お
迎
え
し
と

も
に
天
に
歸
し
ま
し
ょ
う
。（
桂
劇
（
（（
（

）

陛
下
は
こ
れ
か
ら
先
の
支
度
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
…
…
三
敎
は
成

湯
を
滅
ぼ
し
周
室
を
興
す
と
話
し
合
い
ま
し
た
。
…
…
封
神
榜
は
私
も
幾
度

か
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
…
…
摘
星
樓
で
陛
下
は
火
災
の
大
難
を
避
け
ら

た
の
は
太
子
を
金
鑾
に
斬
首
し
た
こ
と
、
七
に
す
る
べ
き
で
な
か
っ
た
の
は

皇
后
の
舌
を
切
り
落
と
し
た
こ
と
、
八
に
す
る
べ
き
で
な
か
っ
た
の
は
賈
氏

に
逼
り
高
殿
か
ら
落
と
し
て
死
な
せ
た
こ
と
、
九
に
す
る
べ
き
で
な
か
っ
た

の
は
老
人
の
骨
を
た
た
き
割
っ
て
試
し
た
こ
と
、
十
に
す
る
べ
き
で
な
か
っ

た
の
は
孕
婦
の
腹
を
破
っ
て
無
殘
な
目
に
遭
わ
せ
た
こ
と（
（（
（

。

　

劇
本
閒
で
數
項
目
の
入
れ
替
え
や
、
順
番
・
表
現
の
變
更
は
あ
る
が
、
全
體
的

に
は
大
き
な
違
い
は
な
い
。
な
お
、「
絕
龍
嶺
」
系
中
路
梆
子
本
も
、
聞
仲
が
紂

王
に
對
面
し
な
い
場
面
で
「
十
不
該
」
を
唱
っ
て
い
る
。

　

こ
の
場
面
は
演
劇
作
品
が
展
開
す
る
過
程
で
、
聞
仲
が
紂
王
を
責
め
そ
の
行
狀

を
あ
ら
た
め
る
よ
う
十
條
の
要
求
を
突
き
つ
け
る
「
陳
十
策
」（
第
二
七
回
）
や
姜

子
牙
が
紂
王
の
十
罪
を
數
え
た
て
る
「
數
十
罪
」（
第
九
五
回
）
の
影
響
を
受
け
て

成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
浙
江
の
目
連
戲
に
は
雷
聲
普
化
天
尊
が
十
の
罪
を
數
え
上
げ
、
そ
れ
ら

の
罪
人
を
擊
ち
殺
す
と
語
る
も
の
が
あ
る（
（（
（

。
次
に
浙
江
新
昌
縣
歬
良
村
民
國
三
六

年
呂
順
銓
本
か
ら
そ
の
一
部
を
引
用
す
る
。

（
小
生
）
私
は
雷
聲
普
化
天
尊
で
あ
る
。
今
、
玉
旨
が
下
さ
れ
、
十
惡
を
犯

し
た
許
さ
れ
ざ
る
者
を
捉
え
、
ひ
と
り
ひ
と
り
擊
ち
殺
す
こ
と
と
な
っ
た
。

…
…
（
小
旦
［
電
母
］・
小
丑
［
雷
公
］）
ひ
と
つ
め
は
？
（
小
生
）
不
忠
不
孝
。（
小

旦
・
小
丑
）
ふ
た
つ
め
は
？
（
小
生
）
無
禮
無
義
…
…
。（
第
一
五
齣
「
出
雷
（
（（
（

」）

　

當
該
部
分
を
、
鄭
之
珍
『
新
編
目
連
救
母
勸
善
戲
文
』
な
ど
多
く
で
は
「
雷
公

電
母
」
等
と
す
る
。
こ
こ
で
は
雷
神
と
、
聞
仲
と
が
「
罪
を
數
え
る
」
と
い
う
性

格
に
お
い
て
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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降
り
、
祭
檀
に
向
か
っ
て
走
り
去
り
、
聞
太
師
が
後
か
ら
追
い
立
て
る（
（（
（

。

　

論
者
が
確
認
し
た
安
徽
池
州
靑
陽
腔
本（
（（
（

・
安
徽
皖
南
高
腔
本（
（（
（

で
は
と
も
に
「
普

化
天
尊
」
と
す
る
が
、
同
じ
安
徽
の
南
陵
縣
の
目
連
戲
で
は
聞
仲
と
す
る
と
の
記

述
も
見
ら
れ
る（
（（
（

。
ま
た
、
山
西
か
ら
內
蒙
古
に
傳
播
し
た
北
路
梆
子
「
絕
龍
嶺
」

の
聞
仲
の
臉
譜
に
お
い
て
も
「
驅
惡
降
福
」
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う（
（（
（

。

　
「
九
天
應
元
雷
聲
普
化
天
尊
」
に
つ
い
て
、
窪
德
忠
は
「
自
分
の
祖
先
や
緣
者

が
地
獄
に
落
ち
た
と
知
っ
た
と
き
に
は
、『
九
天
應
元
雷
聲
普
化
天
尊
玉
樞
經
』

を
と
な
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
天
尊
が
司
命
六
神
に
命
じ
て
祖

先
た
ち
を
苦
し
み
か
ら
救
っ
て
く
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る（
（（
（

。

　

桂
劇
本
・
南
劇
本
に
見
え
る
「
陛
下
を
お
迎
え
し
と
も
に
天
に
歸
し
ま
し
ょ

う
」「
陛
下
を
超
度
し
て
と
も
に
九
天
に
の
ぼ
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
臺
詞
の
背

景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
死
者
を
鬼
や
苦
し
み
か
ら
救
っ
て
く
れ
る
驅
邪
神
と
し
て

の
聞
仲
の
受
容
が
見
て
取
れ
る
。「
聞
仲
の
靈
と
紂
王
の
問
答
」（
Ｋ
／
Ｌ
）
で
見

た
紂
王
の
「
王
と
し
て
（
高
僧
に
賴
ん
で
）
お
ま
え
を
超
度
し
て
や
ろ
う
」
と
の

臺
詞
も
、
こ
の
「
陰
回
朝
」
が
鎭
魂
演
劇
と
し
て
上
演
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

五
、
聞
仲
も
の
演
目
の
展
開
と
、
傳
播
の
狀
況
に
つ
い
て

　

本
稿
で
は
、『
演
義
』
の
演
劇
作
品
に
お
け
る
展
開
の
樣
相
に
つ
い
て
、
殷
の

太
師
聞
仲
が
主
要
な
登
場
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
二
つ
の
演
目
を
題
材
と
し
て
檢

討
し
て
き
た
。
最
後
に
、
こ
の
檢
討
か
ら
何
が
わ
か
る
の
か
を
整
理
し
て
お
く
。

　

ま
ず
、
第
一
に
、
テ
キ
ス
ト
の
親
疎
關
係
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
傳
播
狀
況
の
一

端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。「
陰
回
朝
」
系
で
は
京
劇
Ａ
本
「
陰
回
朝
」・
京

れ
ま
せ
ん
、
そ
の
と
き
に
な
れ
ば
小
臣
が
陛
下
を
超
度
し
て
と
も
に
九
天
に

の
ぼ
り
ま
し
ょ
う
。（
南
劇
（
（（
（

）

　

こ
の
兩
本
で
は
殷
の
滅
亡
と
紂
王
の
死
は
挽
回
で
き
な
い
定
め
と
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
、
聞
仲
が
紂
王
に
ま
み
え
る
理
由
も
、
桂
劇
で
は
「
衆
門
人
に
絕
龍
嶺
歬

で
燒
か
れ
て
死
ん
だ
が
、
陛
下
は
ま
だ
ご
存
知
な
い
。
王
宮
に
歸
り
、
ご
報
吿
せ

ね
ば
な
る
ま
い
」
と
な
り
、
も
は
や
諌
言
な
ど
し
な
い
の
で
あ
る（
（（
（

。
そ
の
か
わ
り

に
聞
仲
は
紂
王
の
超
度
を
こ
こ
で
約
束
す
る
。

　

山
下
一
夫
は
、
江
西
（
波
陽
弋
陽
腔
本
・
湖
口
靑
陽
腔
本
）・
安
徽
（
南
陵
陽
腔
本
）・

江
蘇
（
高
淳
陽
腔
本
）
の
目
連
戲
に
お
い
て
普
化
天
尊
が
死
者
に
群
が
る
鬼
を
祓

う
「
普
化
顯
散
」「
趕
散
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
場
面
が
あ
り
、
驅
邪
の
役
割
を
與

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（
（（
（

。
特
に
、
山
下
も
引
く
安
徽
省
・
涇
縣
の

目
連
戲
で
の
事
例
で
は
、
聞
仲
と
朙
記
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

上
演
二
夜
日
は
東
方
亮
の
妻
の
縊
死
を
演
じ
る
。…
…
中
で
も
三
夜
目
が（
論

者
㊟
：
二
夜
目
の
誤
り
か
）最
も
に
ぎ
や
か
で
あ
る
。
東
方
亮
の
妻
が
自
死
し
、

溺
鬼
と
縊
鬼
と
が
自
ら
の
身
代
わ
り
に
し
よ
う
と
爭
う
場
面
が
あ
る
。
そ
の

二
鬼
の
爭
い
に
よ
っ
て
、
聞
太
師
が
鬼
を
逐
う
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
鬼

を
逐
う
こ
と
を
「
出
神
」
と
い
う
。
聞
太
師
と
は
、
紂
王
の
臣
で
あ
っ
た
聞

仲
の
こ
と
で
あ
る
（『
封
神
榜
』
に
見
え
る
）。
俗
に
こ
れ
を
家
堂
神
と
い
い
、

も
っ
ぱ
ら
人
閒
の
死
後
の
こ
と
を
掌
る
。「
出
神
」
の
時
、
舞
臺
上
の
燈
り

は
す
べ
て
消
さ
れ
、
縊
鬼
と
溺
鬼
は
全
身
に
紙
錢
を
貼
り
、
舞
臺
中
を
暴
れ

回
り
、
鬼
の
叫
び
聲
を
上
げ
、
そ
の
樣
は
は
な
は
だ
も
の
悲
し
い
。
聞
太
師

は
手
に
鋼
鞭
を
持
ち
、
鬼
た
ち
が
人
閒
を
騷
が
せ
た
罪
を
數
え
上
げ
る
と
、

そ
の
驅
逐
を
命
じ
、
鋼
鞭
を
向
け
る
。
鬼
た
ち
は
す
ぐ
さ
ま
舞
臺
か
ら
飛
び



地
方
劇
に
お
け
る
『
封
神
演
義
』
お
よ
び
聞
仲
像
の
展
開

一
三
一

げ
た
姜
子
牙
の
罪
を
數
え
上
げ
る
場
面
（
第
四
二
回
）
が
あ
っ
た
が
、
梆
子
腔
系

劇
本
（「
絕
龍
嶺
」）
に
お
い
て
は
さ
ら
に
後
者
を
「
三
罪
」
と
括
り
、
特
に
中
路

梆
子
本
で
は
「
第
一
の
罪
」「
第
二
の
罪
」
と
數
え
上
げ
る
演
出
に
も
な
っ
て
い

る
。
加
え
て
、「
陰
回
朝
」
に
お
い
て
は
紂
王
の
罪
を
數
え
る
「
十
不
該
」
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
場
面
に
見
ら
れ
る
、
罪
を
數
え
上
げ
る
聞
仲
は
、
あ
る
種
の
正
義
を

代
表
し
、
善
惡
を
判
斷
す
る
者
と
し
て
振
る
舞
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

聞
仲
は
『
演
義
』
に
お
い
て
死
後
「
九
天
應
元
雷
聲
普
化
天
尊
」
に
封
じ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
「
雲
を
興
し
雨
を
降
ら
せ
て
萬
物
を
長
養
し
、
逆
を
誅
し
奸
を

除
き
、
善
惡
に
よ
っ
て
禍
福
を
さ
だ
め
る
」
役
割
を
擔
う
神
で
あ
る（
（（
（

。
ま
た
、
目

連
戲
で
は
雷
神
、
と
り
わ
け
浙
江
で
は
雷
聲
普
化
天
尊
が
罪
を
數
え
て
い
る
。

「
數
三
罪
」
の
强
調
や
「
十
不
該
」
の
附
加
は
聞
仲
の
神
と
し
て
の
役
割
に
沿
っ

た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
絕
龍
嶺
」・「
陰
回
朝
」
が
九
天
應
元
雷
聲
普
化
天
尊

の
緣
起
物
語
と
し
て
受
容
・
展
開
し
た
側
面
を
持
つ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
聞
仲
の
「
善
惡
に
よ
っ
て
禍
福
を
さ
だ
め
る
」
役
割
の
强
調
は
別
の

展
開
も
見
せ
て
い
る
。
淸
初
の
戲
曲
家
朱
皬
（
字
素
臣
）
の
傳
奇
「
未
央
天
」
に

お
い
て
は
、
聞
仲
の
後
裔
で
あ
る
聞
朗
が
判
官
役
を
つ
と
め
て
お
り
、
さ
ら
に

は
「
未
央
天
」
を
繼
承
し
た
京
劇
「
九
更
天
」
で
は
判
官
役
は
聞
朗
か
ら
聞
仲
自

身
に
改
め
ら
れ
て
い
る（
（（
（

。
な
お
、
梆
子
腔
系
「
絕
龍
嶺
」
劇
本
に
見
え
る
「
わ
し

は
姓
は
文
、
名
は
仲
、
字
は
天
祥
」
と
の
名
乘
り
に
は
朙
確
に
、
同
じ
く
國
に
殉

じ
て
命
を
落
と
し
た
文
天
祥
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
が（
（（
（

、
こ
れ
も
聞
仲
に
あ
る
種

の
「
正
義
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
與
え
ら
れ
て
い
る
證
左
と
な
ろ
う
。
無
論
こ
の
「
正

義
」
は
「
善
惡
に
よ
っ
て
禍
福
を
さ
だ
め
る
」
人
物
に
は
朞
待
さ
れ
る
性
格
の
ひ

と
つ
と
い
え
る
。

　

第
三
の
特
徵
は
、
死
者
の
救
濟
と
い
う
鎭
魂
祭
祀
的
性
格
を
帶
び
た
展
開
が
見

劇
Ｂ
本
「
太
師
托
夢
」
に
つ
い
て
同
文
箇
所
が
多
數
見
ら
れ
る
な
ど
、
か
な
り
近

い
關
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

梆
子
腔
系
諸
本
で
は
、「
絕
龍
嶺
」
系
に
つ
い
て
は
「
評
聞
仲
」（
Ｄ
）
お
よ
び

「
三
罪
」（
Ｅ
）
か
ら
中
路
梆
子
本
「
聞
仲
歸
天
」
と
秦
腔
Ａ
本
「
絕
緣
嶺
」
の
關

係
の
近
さ
が
、「
陰
回
朝
」
系
に
つ
い
て
は
「
聞
仲
の
靈
の
名
乘
り
」（
Ｉ
）
お
よ

び
「
聞
仲
の
靈
と
紂
王
の
問
答
」（
Ｌ
）
か
ら
秦
腔
Ｂ
本
「
太
師
顯
魂
」
と
梆
子

腔
本
「
文
太
師
顯
魂
」
の
近
さ
が
確
認
さ
れ
た
。

　
「
文
太
師
顯
魂
」（
河
南
）
は
一
九
三
二
年
ま
で
に
收
集
さ
れ
た
劇
本
で
あ
り
、

中
路
梆
子
本
に
つ
い
て
は
由
來
は
朙
記
さ
れ
な
い
が
、
山
西
省
文
化
廳
戲
劇
工
作

硏
究
室
が
調
査
・
採
錄
し
一
九
八
四
年
に
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
劇
本
と
し
て

の
出
版
時
朞
は
お
そ
ら
く
梆
子
腔
本
が
秦
腔
Ａ
・
Ｂ
本
と
同
時
代
か
そ
れ
に
若
干

先
行
し
、
中
路
梆
子
本
が
も
っ
と
も
新
し
い
も
の
と
な
る
が
、
現
時
點
で
具
體
的

な
繼
承
關
係
を
考
え
る
の
は
難
し
い
。
こ
こ
で
は
、
山
西
・
河
南
・
陝
西
地
域
の

同
じ
梆
子
腔
內
で
作
品
が
傳
播
し
た
と
い
う
點
を
確
認
す
る
に
留
め
て
お
く
。

　

同
じ
く
「
陰
回
朝
」
系
の
「
聞
仲
の
靈
と
紂
王
の
對
面
時
の
問
答
」（
Ｋ
／

Ｌ
）
の
比
較
か
ら
、
南
劇
（
湖
北
）・
桂
劇
（
廣
西
）・
邕
劇
（
廣
西
）・
辰
河
高
腔

（
湖
南
）
の
劇
本
の
親
近
性
が
高
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
中
で
も
、
聞
仲
が
死

後
紂
王
を
迎
え
に
來
る
と
約
束
す
る
（
Ｑ
）
設
定
を
共
㊒
す
る
南
劇
本
と
桂
劇
本

は
よ
り
近
い
關
係
に
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
劇
本
は
い
ず
れ
も
長
江
中
流
か

ら
嶺
南
に
か
け
て
と
い
う
南
方
域
の
も
の
で
あ
り
、
梆
子
腔
系
劇
本
同
樣
、
近
接

し
た
地
域
內
で
物
語
が
傳
播
し
て
い
る
狀
況
が
う
か
が
え
る
。

　

た
だ
、
現
時
點
で
は
劇
本
の
收
集
に
制
限
が
あ
り
、
傳
播
の
狀
況
を
論
じ
る
に

は
ま
だ
㊮
料
が
不
足
し
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

第
二
の
特
徵
と
し
て
、
罪
を
數
え
上
げ
る
聞
仲
像
が
確
認
さ
れ
た
。
も
と
も

と
聞
仲
に
は
『
演
義
』
に
お
い
て
も
「
陳
十
策
」（
第
二
七
回
）
や
本
稿
で
取
り
上
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ら
れ
る
と
い
う
點
で
あ
る
。

　
「
陰
回
朝
」
系
の
桂
劇
本
・
南
劇
本
に
見
ら
れ
る
、
聞
仲
が
紂
王
の
死
後
迎
え

に
行
く
と
い
う
臺
詞
（
Ｑ
）
に
は
、「
九
天
應
元
雷
聲
普
化
天
尊
」
の
死
者
を
救

濟
す
る
驅
邪
神
と
し
て
の
役
割
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、「
陰
回

朝
」
系
の
秦
腔
Ｂ
本
・
南
劇
本
・
桂
劇
本
・
梆
子
腔
本
・
辰
河
高
腔
本
に
お
い

て
、
紂
王
が
顯
現
し
た
聞
仲
の
靈
に
對
し
て
、「
お
ま
え
を
超
度
し
て
や
ろ
う
」

と
述
べ
る
場
面
（
Ｋ
／
Ｌ
）
か
ら
も
鎭
魂
祭
祀
的
性
格
が
見
て
取
れ
る
。

　

こ
の
第
二
・
第
三
の
特
徵
か
ら
、『
封
神
演
義
』
の
物
語
が
地
方
劇
に
お
い
て

信
仰
に
近
い
場
で
受
容
さ
れ
、
信
仰
と
結
び
つ
く
か
た
ち
で
展
開
し
た
で
あ
ろ
う

こ
と
が
わ
か
る
。

㊟（
１
）　
『
封
神
演
義
』
の
物
語
の
流
通
と
、
信
仰
へ
の
影
響
に
お
い
て
地
方
劇
が
果
た
し

た
役
割
に
つ
い
て
は
山
下
一
夫
「『
封
神
演
義
』
の
戲
曲
化
と
民
閒
信
仰
へ
の
影
響
」

（『
東
方
宗
敎
』
一
〇
一
、
二
〇
〇
三
）
參
照
。
山
下
は
同
論
文
に
お
い
て
梆
子
戲
に

お
け
る
『
封
神
演
義
』
演
劇
の
槪
況
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
物
語
が
廟
會
に

お
け
る
祀
神
戲
曲
と
し
て
上
演
さ
れ
る
こ
と
で
、
神
々
の
由
來
譚
と
し
て
受
容
さ
れ
、

民
閒
信
仰
に
浸
透
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

（
２
）　

本
稿
で
は
演
劇
を
對
象
と
す
る
た
め
、
語
り
も
の
な
ど
の
そ
の
他
の
藝
能
に
は
觸

れ
な
い
。『
封
神
演
義
』
の
語
り
も
の
に
つ
い
て
は
、
角
田
美
和
「
淸
蒙
古
車
王
府

曲
本
鼓
詞
『
封
神
演
義
』
に
つ
い
て―

封
神
故
事
の
演
變
に
關
す
る
一
考
察
」（『
九

州
中
國
學
會
報
』
三
六
、一
九
九
八
）・
同
「
南
音
『
哪
咤
收
妲
己
』『
黃
飛
虎
反
五
關
』

に
つ
い
て―

廣
東
地
方
に
於
け
る『
封
神
演
義
』受
容
の
一
側
面
」（『
中
國
文
學
論
集
』

二
八
、
一
九
九
九
）、
紀
德
君
「
北
京
鼓
詞
《
封
神
榜
》
對
《
封
神
演
義
》
的
因
革
」

（『
北
京
社
會
科
學
』
二
〇
〇
七
・
六
）
參
照
。

（
３
）　
『
封
神
天
榜
』硏
究
と
し
て
は
、山
下
一
夫「
宮
廷
大
戲『
封
神
天
榜
』を
め
ぐ
っ
て
」

（『
中
國
古
典
小
說
硏
究
』
八
、二
〇
〇
三
）・
拙
論
「『
封
神
天
榜
』
の
成
立
に
つ
い
て
」

（『
中
國
古
典
小
說
硏
究
』
一
四
、
二
〇
〇
九
）・
楊
晶
蕾
「《
封
神
天
榜
》
硏
究
」（
華

東
師
範
大
學
修
士
論
文
、
二
〇
一
七
）
な
ど
。
よ
り
廣
範
に
演
劇
作
品
を
論
じ
た
も

の
と
し
て
は
山
下
一
夫
「『
封
神
演
義
』
の
戲
曲
化
と
民
閒
信
仰
へ
の
影
響
」（
歬
揭
）、

拙
論「『
封
神
演
義
』の
演
劇
に
お
け
る
展
開―

『
黃
飛
虎
反
五
關
』を
例
と
し
て
」（『
金

城
學
院
大
學
論
集
・
人
文
科
學
編
』
六
・
二
、
二
〇
一
〇
）、
劉
茜
「
封
神
戲
硏
究
」

（
河
北
師
範
大
學
修
士
論
文
、
二
〇
一
六
）
な
ど
が
あ
る
。

（
４
）　

田
仲
一
成
「
衟
敎
鎭
魂
儀
式
視
野
下
的
《
封
神
演
義
》
的
一
側
面
」、『
人
文
中
國

學
報
』
二
三
、
二
〇
一
六
。

（
５
）　

歬
揭
、
山
下
一
夫
「
宮
廷
大
戲
『
封
神
天
榜
』
を
め
ぐ
っ
て
」

（
６
）　

曾
白
融
主
編
『
京
劇
劇
目
辭
典
』
中
國
戲
劇
出
版
社
、
一
九
八
九
・
山
西
省
戲
劇

硏
究
所
等
合
編『
中
國
梆
子
戲
劇
目
大
辭
典
』、山
西
人
民
出
版
社
、一
九
九
一
。
な
お
、

演
目
の
各
劇
種
へ
の
傳
播
狀
況
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
㊟
記
し
た
㊮
料

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
劇
種
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

（
７
）　

歬
揭
『
京
劇
劇
目
辭
典
』・『
中
國
梆
子
戲
劇
目
大
辭
典
』。

（
８
）　

歬
揭
『
中
國
梆
子
戲
劇
目
大
辭
典
』。

（
９
）　
「
黑
逼
宮
」（
李
德
遠
・
徐
德
喜
口
述
本
）、『
陝
西
傳
統
劇
目
彙
編
・
漢
調
桄
桄
』
五
、

陝
西
省
文
化
局
編
印
、
一
九
五
九
。

（
10
）　

歬
揭
『
中
國
梆
子
戲
劇
目
大
辭
典
』。

（
11
）　

歬
揭
『
京
劇
劇
目
辭
典
』、『
中
國
梆
子
戲
劇
目
大
辭
典
』。
ま
た
、
劇
本
と
し
て

は
『
太
師
回
朝
全
本
』（
老
聚
卷
堂
抄
角
本
）、『
太
師
回
朝
全
串
貫
』（『
二
黃
全
串
貫
』

所
收
車
王
府
抄
本
）
な
ど
が
あ
る
。（
い
ず
れ
も
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
雙
紅

堂
文
庫
所
藏
）

（
12
）　

以
下
、
本
稿
は
拙
論
「
武
王
伐
紂
故
事
の
演
劇
に
お
け
る
展
開
（
三
）―

『
絕
龍

嶺
』『
陰
回
朝
』
を
例
と
し
て―

」（『
中
國
演
劇
の
流
通
と
展
開―

物
語
の
變
容
と



地
方
劇
に
お
け
る
『
封
神
演
義
』
お
よ
び
聞
仲
像
の
展
開

一
三
三

周
邊
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
に
つ
い
て―

』
課
程
博
士
論
文
、
名
古
屋
大
學
、
二
〇
一
〇
、

第
一
部
第
六
章
〔
未
公
刊
〕）
を
も
と
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
13
）　
『
封
神
演
義
』
の
テ
キ
ス
ト
は
國
立
公
文
書
館
內
閣
文
庫
藏
鍾
伯
敬
批
評
本
に
よ

る
。

（
14
）　

山
西
省
文
化
廳
戲
劇
工
作
硏
究
室
編
『
山
西
地
方
戲
曲
匯
編
』
一
一
（
中
路
梆
子

專
輯
三
）、
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
。

（
15
）　
『
絕
緣
嶺
』
陝
西
省
城
南
院
門
德
厚
祥
書
局
（
九
州
大
學
濱
文
庫
藏
、『
中
國
古
典

戲
劇
劇
本
小
册
子
』
第
一
二
帙
第
四
七
册
所
收
）。
秦
腔
Ａ
・
Ｂ
本
は
い
ず
れ
も
一

九
三
六
年
に
濱
一
衞
が
西
安
訪
問
時
に
購
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
中
里
見
敬
・

山
根
泰
志
・
中
尾
友
香
梨
「
濱
文
庫
所
藏
唱
本
目
錄
稿
」
六
、『
言
語
科
學
』
四
八
、

二
〇
一
三
、
參
照
）

（
16
）　

中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
俗
文
學
叢
刊
編
輯
小
組
編
『
俗
文
學
叢
刊
』
二
八

四
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
・
新
文
豐
出
版
、
二
〇
〇
三
。

（
17
）　

張
伯
謹
編
『
國
劇
大
成
』
國
防
部
總
政
治
作
戰
部
振
興
國
劇
硏
究
發
展
委
員
會
、

一
九
六
九
。

（
18
）　
『
太
師
顯
魂
』
陝
西
省
城
南
院
門
德
厚
祥
書
局
（
九
州
大
學
濱
文
庫
藏
、『
中
國
古

典
戲
劇
劇
本
小
册
子
』
第
一
二
帙
第
六
册
所
收
）。

（
19
）　

湖
北
地
方
戲
曲
叢
刊
編
輯
委
員
會
編
『
湖
北
地
方
戲
曲
叢
刊
』
三
一
（
南
劇
）、 

一

九
六
二
。

（
20
）　

廣
西
僮
族
自
治
區
戲
曲
工
作
室
編
『
廣
西
戲
曲
傳
統
劇
目
彙
編
』
二
〇
（
桂
劇
）、

一
九
六
二
。

（
21
）　

中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
俗
文
學
叢
刊
編
輯
小
組
編
『
俗
文
學
叢
刊
』
二
七

八
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
・
新
文
豐
出
版
、
二
〇
〇
三
。『
中
國
俗
曲
總

目
稿
』
で
は
河
南
の
も
の
と
す
る
（
劉
復
・
李
家
瑞
等
編
『
中
國
俗
曲
總
目
稿
』
中

央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
、
一
九
三
二
。
一
九
九
三
景
印
出
版
に
よ
る
）。
ま
た
、

同
書
に
言
及
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
央
硏
究
院
歷
史
語
言
硏
究
所
が
創
設
さ
れ
、

民
閒
文
藝
組
に
て
俗
曲
の
收
集
が
始
ま
っ
た
一
九
一
八
年
か
ら
、
同
書
が
出
版
さ
れ

た
一
九
三
二
年
ま
で
に
收
集
さ
れ
た
も
の
と
わ
か
る
。

（
22
）　

段
朙
・
何
德
君
主
編
、
重
慶
市
藝
術
硏
究
所
編
『
川
劇
傳
統
劇
目
選
集
』
一
、
貴

州
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
四
。

（
23
）　

川
劇
傳
統
劇
本
匯
編
編
輯
室
編『
川
劇
傳
統
劇
本
匯
編
』二
八
、四
川
人
民
出
版
社
、

一
九
八
三
。

（
24
）　
「
絕
龍
嶺
」、
廣
西
僮
族
自
治
區
戲
劇
硏
究
所
編
『
廣
西
戲
曲
傳
統
劇
目
彙
編
』
四

六
（
邕
劇
）、
一
九
六
〇
。

（
25
）　
「
封
神
天
榜
」、『
古
本
戲
曲
叢
刊
』
九
、
中
華
書
局
、
一
九
六
四
。

（
26
）　
「
封
神
傳
」（
何
少
庭
抄
本
）、 

湖
南
省
戲
曲
硏
究
所
主
編
『
湖
南
戲
曲
傳
統
劇
本
』

二
九―

三
〇
、
一
九
八
二
。

（
27
）　

張
子
偉
主
持
發
掘
、
向
榮
・
陳
盛
昌
㊮
料
發
掘
『
湖
南
省
瀘
溪
縣
辰
河
高
腔
目
連

全
傳
』、
施
合
鄭
民
俗
文
化
基
金
會
、
一
九
九
九
。

（
28
）　
「
㊒
黃
飛
虎
在
側
曰
、
丞
相
不
必
憂
慮
。
況
且
魔
家
四
將
、
不
過
如
此
。
正
所
謂

國
王
洪
福
大
、
巨
惡
自
然
消
散
。
子
牙
曰
、
雖
是
如
此
、
民
不
安
生
、
軍
逢
惡
戰
、

將
累
鞍
馬
、
俱
不
是
寧
泰
之
象
」『
演
義
』
第
四
二
回
。

（
29
）　
「
聞
仲
爲
人
末
將
盡
知
、
老
恃
英
雄
、
目
中
無
物
。
末
將
聞
得
自
高
者
必
傾
、
自

滿
者
必
覆
。
方
今
天
命
在
周
、
我
主
洪
福
自
天
巨
惡
自
然
消
散
」『
封
神
天
榜
』
第

五
本
第
四
齣
。

（
30
）　
「
提
起
太
師
本
領
大
、雌
雄
二
鞭
手
中
拿
。
跨
下
麒
麟
如
燈
芲
、一
日
三
刻
走
天
涯
。

相
勸
元
帥
收
人
馬
、
免
得
眾
將
被
他
殺
」
中
路
梆
子
本
「
聞
仲
歸
天
」
第
一
〇
場
。

（
31
）　
「
黃
元
帥
不
要
誇
獎
他
、
顯
他
威
風
滅
去
咱
。
你
提
太
師
本
領
大
、
牛
大
自
㊒
破

牛
法
」
中
路
梆
子
本
「
聞
仲
歸
天
」
第
一
〇
場
。

（
32
）　
「
成
王
休
將
孺
弱
講
」
秦
腔
Ａ
本
「
絕
緣
嶺
」。

（
33
）　
「
聽
說
太
師
發
人
馬
、到
把
成
王
活
嚇
煞
。
太
師
文
仲
手
段
大
。
碧
幽
宮
內
學
衟
法
、

全
憑
雌
雄
鞭
兩
把
、
身
坐
麒
麟
誰
不
誇
。
滿
朝
文
武
將
他
怕
。
…
…
勸
元
帥
早
收
人
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四

和
馬
、
免
得
眾
將
染
黃
沙
」
秦
腔
Ａ
本
「
絕
緣
嶺
」。

（
34
）　
「
莫
不
是
魍
魎
鬼
歬
來
訴
冤
」
南
劇
本
「
聞
仲
顯
魂
」。

（
35
）　
「
一
不
該
伯
邑
考
碎
尸
萬
段
、
二
不
該
將
比
干
劍
剖
心
肝
、
三
不
該
將
梅
伯
烙
死

金
殿
、
四
不
該
造
鹿
臺
芲
費
銀
錢
、
五
不
該
將
楊
任
挖
去
雙
眼
、
六
不
該
將
太
子
斬

首
金
鑾
、
七
不
該
將
皇
后
舌
根
割
斷
、
八
不
該
逼
賈
氏
墜
死
樓
歬
、
九
不
該
將
老
者

敲
骨
相
驗
、
十
不
該
破
孕
婦
聞
之
慘
然
」
桂
劇
本
「
陰
諫
紂
」。

（
36
）　

こ
の
ほ
か
に
、
抄
錄
年
不
詳
（
一
九
五
六
年
以
歬
）
の
『
紹
興
救
母
記
』（
徐
宏

圖
校
訂
、施
合
鄭
民
俗
文
化
基
金
會
、一
九
九
四
）
で
も
「
雷
聲
普
化
天
尊
」
と
す
る
。

（
37
）　
「
吾
乃
雷
聲
普
化
天
尊
是
也
。
今
㊒
玉
旨
發
下
、
將
十
惡
不
赦
之
人
、
拿
來
一
一

打
死
。
…
…
（
小
旦
、小
丑
白
）
一
打
？
（
小
生
白
）
不
忠
不
孝
。（
小
旦
、小
丑
白
）

二
打
？
（
小
生
白
）
無
禮
無
義
…
…
」
肈
朙
校
訂
・
張
思
賢
責
任
編
集
『
調
腔
目
連

戲
咸
豐
庚
申
年
抄
本
』、
施
合
鄭
民
俗
文
化
基
金
會
、
一
九
九
七
。

（
38
）　
「
願
陛
下
勤
修
仁
政
。
求
賢
輔
國
。
毋
肆
荒
淫
。
濁
亂
朝
政
。
毋
以
祖
宗
社
稷
爲

不
足
重
。
人
言
不
足
信
。
天
命
不
足
畏
。
企
反
歬
愆
。
庻
可
挽
回
」『
演
義
』第
五
二
回
。

（
39
）　
「
勸
主
公
改
邪
心
、
一
一
行
善
、
行
好
事
、
落
下
了
萬
古
名
傳
」
秦
腔
Ｂ
本
「
太

師
顯
魂
」。

（
40
）　
「
勸
我
主
與
妲
己
休
得
憐
戀
。」
京
劇
Ａ
本
「
陰
回
朝
總
講
」・
Ｂ
本
「
太
師
托
夢
」

同
文
。

（
41
）　
「
封
神
臺
我
也
曾
問
過
一
遍
…
…
天
註
定
商
該
亡
周
室
當
現
。
…
…
老
聞
仲
在
雲

端
把
主
來
勸
、
吾
主
爺
切
不
可
一
馬
當
先
。
到
後
來
吾
主
爺
難
免
大
難
、
爲
臣
的
迎

主
公
一
同
歸
天
」
桂
劇
本
「
陰
諫
紂
」。

（
42
）　
「
吾
的
主
須
得
要
歬
程
打
點
。
…
…
三
敎
議
成
湯
滅
周
室
當
現
。
…
…
封
神
榜
我

也
曾
看
過
幾
遍
。
…
…
摘
星
樓
你
難
免
火
災
大
難
、
到
那
時
臣
度
你
同
上
九
天
」
南

劇
本
「
聞
仲
顯
魂
」。

（
43
）　
「
被
眾
門
人
將
吾
以
在
絕
龍
嶺
歬
火
焚
而
亡
。
吾
主
尙
未
知
曉
。
不
免
回
朝
奏
朙

吾
主
知
衟
」
桂
劇
本
「
陰
諫
紂
」。

（
44
）　

歬
揭
、
山
下
一
夫
「
宮
廷
大
戲
『
封
神
天
榜
』
を
め
ぐ
っ
て
」

（
45
）　

鄭
肖
厓
・
胡
樸
安
・
闞
軼
群
・
胡
惠
生
編
『
中
華
全
國
風
俗
史
』
下
篇
・
卷
五
「
涇

縣
東
鄕
佞
神
記
・
目
連
戲
」
廣
益
書
局
、
一
九
二
三
、
二
四
～
二
六
頁
。

（
46
）　
「
第
二
夜
演
東
方
亮
妻
之
縊
死
…
…
就
中
以
第
三マ

マ

夜
爲
最
熱
鬧
、
因
東
方
亮
妻
之

尋
死
、
而
㊒
溺
鬼
縊
鬼
之
爭
替
。
因
兩
鬼
之
爭
替
、
而
㊒
聞
太
師
之
逐
鬼
。
逐
鬼
謂

之
出
神
。
聞
太
師
者
、
紂
臣
聞
仲
也
（
見
《
封
神
榜
》）。
俗
謂
之
家
堂
神
、
專
管
人

家
之
冥
事
。
當
出
神
時
、
臺
上
燈
火
齊
滅
、
縊
鬼
溺
鬼
、
渾
身
冥
箔
、
滿
臺
亂
撲
、

作
鬼
嗥
聲
、狀
甚
幽
凄
。
聞
太
師
手
執
鋼
鞭
、數
其
擾
亂
人
家
之
罪
、而
下
驅
逐
之
令
、

鋼
鞭
一
指
、
兩
鬼
立

跳
至
臺
下
、
向
檀
上
奔
去
。
聞
太
師
隨
後
驅
逐
」

（
47
）　

王
兆
乾
校
訂
『
安
徽
池
州
靑
陽
腔
目
連
戲
文
大
會
本
』、施
合
鄭
民
俗
文
化
基
金
會
、

一
九
九
九
年
。

（
48
）　

朱
建
朙
校
訂
『
皖
南
高
腔
目
連
卷
』、
施
合
鄭
民
俗
文
化
基
金
會
、
一
九
九
八
。

（
49
）　
「
聞
太
師
驅
邪
」、
中
國
戲
曲
志
編
輯
委
員
會
・『
中
國
戲
曲
志
・
安
徽
卷
』
編
集

委
員
會
編
『
中
國
戲
曲
志
・
安
徽
卷
』
中
國
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
中
心
出
版
、
一
九
九
三
。

（
50
）　
「
聞
仲
」、
中
國
戲
曲
志
編
輯
委
員
會
・『
中
國
戲
曲
志
・
內
蒙
古
卷
』
編
集
委
員

會
編
『
中
國
戲
曲
志
・
內
蒙
古
卷
』
中
國
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
中
心
出
版
、
一
九
九
四
。

（
51
）　

窪
德
忠
『
衟
敎
の
神
々
』
講
談
社
學
術
文
庫
、
一
九
九
六
。

（
52
）　
「
興
雲
布
雨
。
萬
物
託
以
長
養
。
誅
逆
除
奸
。
善
惡
由
之
禍
福
。」『
演
義
』第
九
九
回
。

（
53
）　
「
九
更
天
」
に
お
け
る
聞
仲
お
よ
び
文
天
祥
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
從
年
畫
看
《
九

更
天
》
戲
曲
的
演
變
」（『
年
畫
硏
究
』
二
〇
一
五
秋
號
、
二
〇
一
五
）
參
照
。

（
54
）　
「
俺
姓
文
、名
仲
、字
天
祥
」
秦
腔
Ｂ
本
「
太
師
顯
魂
」・
梆
子
腔
本
「
文
太
師
顯
魂
」。




